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はじめに 
『CLUSTERPROシステム構築ガイド』は、これからクラスタシステムを設計・導入しようとし
ているシステムエンジニアや、すでに導入されているクラスタシステムの保守・運用管理を行う管
理者や保守員の方を対象にしています。 

 
 

補足情報 
【OSのアップグレードについて】 
クラスタサーバのOSをアップグレードする場合、手順を誤ると予期せぬタイミングでフェイル
オーバが発生したり、最悪の場合、システムにダメージを与える可能性があります。必ず製品添付
のセットアップカードの手順に沿ってOSをアップグレードしてください。 
また、サービスパックの適用も上記に準じます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CLUSTERPRO®は日本電気株式会社の登録商標です。 
Microsoft®, Windows®およびWindows NT®は米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登
録商標または商標です。 
CLARiiON ATF , CLARiiON Array Manager は米国EMC社 の商標です。 
Oracle Parallel Serverは米国オラクル社の商標です。 
VERITAS , VERITAS ロゴおよびVERITAS Volume Manager は、VERITAS Software Corporation の登録商
標または商標です。 
その他のシステム名、社名、製品名等はそれぞれの会社の商標及び登録商標です。 
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CLUSTERPROドキュメント体系 
 
 CLUSTERPROのドキュメントは、CLUSTERPROをご利用になる局面や読者に応じて以下の通り分冊して
います。初めてクラスタシステムを設計する場合は、システム構築ガイド【入門編】を最初にお読みください。 
 
  ■ セットアップカード (必須) 設計・構築・運用・保守 
製品添付の資料で、製品構成や動作環境などについて記載しています。 

 
■ システム構築ガイド 

  【入門編】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムをはじめて設計・構築する方を対象にした入門書です。 
 

  【システム設計編(基本/共有ディスク,ミラーディスク)】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムを設計・構築を行う上でほとんどのシステムで必要となる事項をまとめたノウ
ハウ集です。構築前に知っておくべき情報、構築にあたっての注意事項などを説明しています。
システム構成が共有ディスクシステムかミラーディスクシステムかで分冊しています。 
 

  【システム設計編(応用)】 (選択) 設計・構築・運用・保守 
設計編(基本)で触れなかった CLUSTERPRO のより高度な機能を使用する場合に必要となる事項を
まとめたノウハウ集です。 
 

  【クラスタ生成ガイド(共有ディスク,ミラーディスク)】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
CLUSTERPRO のインストール後に行う環境設定を実際の作業手順に沿って分かりやすく説明して
います。システム構成が共有ディスクシステムかミラーディスクシステムかで分冊しています。 
 

  【運用/保守編】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムの運用を行う上で必要な知識と、障害発生時の対処方法やエラー一覧をまとめたド
キュメントです。 
 

  【GUIリファレンス】 (必須) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステムの運用を行う上で必要な CLUSTERPROマネージャなどの操作方法をまとめたリ
ファレンスです。 
 

  【コマンドリファレンス】 (選択) 設計・構築・運用・保守 
CLUSTERPRO のスクリプトに記述できるコマンドやサーバまたはクライアントのコマンドプロン
プトから実行できる運用管理コマンドについてのリファレンスです。 
 

【API リファレンス】 (選択) 設計・構築・運用・保守 
CLUSTERPRO が提供する APIを利用してクラスタシステムと連携したアプリケーションを作成す
る場合にお使いいただくリファレンスです。 
   

  【PP編】 (選択必須) 設計・構築・運用・保守 
この編に記載されている各 PPは、CLUSTERPROと連携して動作することができます。 
各 PP が、CLUSTERPRO と連携する場合に必要な設定や、スクリプトの記述方法、注意事項など
について説明しています。使用する PPについては必ずお読みください。 
 

  【注意制限事項集】                                         (選択) 設計・構築・運用・保守 
クラスタシステム構築時、運用時、異常動作等障害対応時に注意しなければならない事項を記載した
リファレンスです。必要に応じてお読み下さい。 
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1 CLUSTERPROの高度な機能 
1.1 リソース 
1.1.1 仮想IPアドレス 

 
本セクションで説明する仮想IPアドレスとは、CLUSTERPRO/ActiveRecoveryManager Ver4.1
以前からサポートされている仮想IPアドレスのことを指します。 仮想IPアドレスは引き続きサ
ポートしますが、LANの二重化を行わないのであればフローティングIP方式の使用を推奨します。 

 
クライアントアプリケーションは、仮想IPアドレスを使用してクラスタサーバに接続することが
できます。また、サーバ間でも接続可能です。仮想IPアドレスを使用することにより、フェイルオー
バ/フェイルオーバグループの移動が発生しても、クライアントは、接続先サーバの切り替えを意
識する必要がありません。 

 

サ ー バ と 同 一 LAN上 の

CLUSTERPROクライアン
トがインストールされてい
ないマシンでは、仮想IPアド
レスは使用できません。

 LAN

 管理クライアント

クライアント

クロスコールHDD

 Router

全てのサーバは、同一LAN上
に存在し、同一ドメインを構
成していることが必須です。

リモートLAN上のクライアントは、非

Windows OSでも、仮想IPアドレスを使用
したサーバとの接続が可能です。

CLUSTERPROクライアントの機能 (例 .
ポップアップメッセージの表示 )を使用し
ない場合は、CLUSTERPROクライアント
のインストールは不要です。

リモートLANから仮想IPアドレスにアクセスす
るためには、クラスタサーバからリモートクラ
イアントまでの経路上のルータが全て動的経路
制御であるか、または仮想IPアドレスの経路に
関する情報が静的経路情報として設定されてい
る必要があります。

 クライアント

Router

Router

リモートLANから仮想IPアドレスにアク
セスするためには、全サーバがあるLAN
上のルータが、RIPを解釈する設定が必要
です。

Windows系のマシンであれば、仮
想コンピュータ名が使用できま
す。

同一LAN上に、同じコンピュータ名は存在
してはいけません。

NEC

Express5800/130Dpr

CLUSTERPRO
サーバ

NEC

Express5800/130Dpr

CLUSTERPRO
サーバ

NEC

Express5800/130Dpr

CLUSTERPRO
サーバ

NEC

Express5800/130Dpr

CLUSTERPRO
サーバ

 Router
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1.1.1.1 仮想IPアドレスの割り当て 
 

1.1.1.1.1 仮想IPアドレスの検討 
仮想IPアドレスに割り当てるIPアドレスは、以下の条件を満たす必要があります。 

 

 *   クラスタサーバが所属するLANの、ネットワークアドレスの範囲外である 
 *   既存のネットワークアドレスと衝突しない 

 
この二つの条件を満たすために、以下の二つの割り当て方法で、いずれかを選択してください。 

(1) 仮想IPアドレス用に新たに正当なネットワークIPアドレスを取得し、そこから仮想IP
アドレスを割り当てる。 

(2) プライベートIPアドレス1 空間から、適当なネットワークIPアドレスを決定し、そこか
らそれぞれの仮想IPアドレスを割り当てます。具体例を示すと、以下のような手順にな
ります。 

 
= ネットワークアドレス192.168.0 ～ 192.168.255から、仮想IPアドレス用に１つ選択し
ます。 

= 上記で選択したネットワークアドレスの中から、仮想IPアドレス用のホストIPアドレス
を64個以内で割り当てます。（例えば、ネットワークアドレス192.168.10を選択し、そ
の中からホストIPアドレスを192.168.10.1と192.168.10.254の2個を割り当てる。） 

= 仮想IPアドレスのネットマスクは、255.255.255.0に設定します。 
 

さらに以下の点に注意が必要です。 
 

= プライベートIPアドレスは、組織内で閉じたネットワークのためのアドレスであるため、
インターネットプロバイダ等を隔てた組織外から、仮想IPアドレスを用いてアクセスは
できません。 

= プライベートIPアドレスに関する経路情報を、組織外に流してはいけません。 
= プライベートIPアドレスの衝突が起こらないよう、組織内での調整が必要です。 

 
1.1.1.1.2 仮想IPアドレスの設定 

CLUSTERPROマネージャの[フェイルオーバグループの追加]－[リソースの設定]、または [フェ
イルオーバグループのプロパティ]－[リソースの設定]により、仮想IPアドレスを設定してください。 

 

1.1.1.2 経路制御 
リモートLANから仮想IPアドレスにアクセスするために、リモートLANとクラスタサーバの

LANまで経路上の全てのルータに、仮想IPアドレスの経路情報が有効になっていなければなりま
せん。 

 
具体的には、以下のような設定が必要です。 

 

 *   クラスタサーバ上のLAN上のルータがホストRIPを解釈する。 
 *   クラスタサーバからリモートサーバまでの経路上のルータが、全て動的経路制御 
    であるか、または仮想IPアドレスの経路に関する情報が、静的経路情報として設 
    定されている。 

                                                 
1プライベートIPアドレスの詳細については、RFC1597を参照してください。 
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1.1.1.3 仮想IPアドレスの使用条件 
 

1.1.1.3.1 仮想IPアドレスが使用できる環境 
以下のマシンからは仮想IPアドレスに正しくアクセスできます。スイッチングHUBが使われた

LANであっても、仮想IPアドレスメカニズムは問題なく動作します。 
ただし、サーバダウン時には、接続していたTCP/IPコネクションは切断されます。 
ホスト形式のRIPを受信してホスト形式のルーティングテーブルを作成するように設定できな
いスイッチングHUBで仮想IPアドレスを使用する場合は、ネットワークアドレスを新たに1つ確保
して、それぞれのサーバの仮想IPアドレスが別々のネットワークアドレスに所属するように仮想IP
アドレスを設定する必要があります。 
リモートLAN上のマシンから、仮想IPアドレスへ接続を行うためには、前節
の「経路制御」を正しく行っている事が、前提条件となります。 

 
(1) クラスタサーバ自身 

 
(2) クラスタサーバと同一LANに属するクライアント 
以下の3つの条件を満たすものであれば、仮想IPアドレスが使用できます。 

* OSがWindows Server 2003, Windows 2000, Windows NT, Windows 98, Windows Me, 
Windows XP 

* サーバ/クライアント間の通信プロトコルがTCP/IP 
* CLUSTERPROクライアントがインストールされている 

 
上記のほか、RIPパケットを受け取ることにより経路変更が可能なマシンにて、仮想IPアドレス
の使用が可能です。EWS4800シリーズのUNIXマシンでは、routedが動作している場合に仮想IP
アドレスが使用可能です。 

 
(3) リモートLAN上のクライアント 

CLUSTERPROクライアントが動作しない非Windowsホストであっても、仮想IPアドレスを使
用してクラスタサーバにアクセスすることができます。 

 
なお、以下のマシンからは、仮想IPアドレスにアクセスすることができませんので、ご注意くだ
さい。 

* サーバ/クライアント間通信に、NetBEUI、NBTを使用している場合 
仮想IPアドレスにアクセスすることができません。クライアントAPIを用いるか、ポップアッ
プメッセージにて手動で切り替えてください。 

* クラスタサーバと同一LANに属する非CLUSTERPROクライアント 
CLUSTERPROクライアントがインストールされていない、クラスタサーバと同一LAN上の
マシンは、仮想IPアドレスが使用できません。 

 
1.1.1.3.2 仮想IPアドレスが使用できない環境 
仮想IPアドレスはNetBIOSプロトコルをサポートしていません。 
 

* 仮想IPアドレスをLMHOSTSなどで適当なホスト名にマップしてもWindowsのブラウズ/
ネットワーク、プリンタ資源へのアクセス/ユーザ認証などには使用できません。 

* NetBIOSプロトコルでの接続先の自動切替を行う場合には、仮想コンピュータ名を使用して
ください。 
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1.1.1.4 仮想IPアドレスによる接続形態 
仮想IPアドレスによる接続形態を説明します。図中で使用される記号については、以下のように
定義します。 

 

Px

：クライアントアプリケーション

：ルーティングテーブル

：実 IP アドレス

：仮想 IP アドレスVx

V1àP1

V2àP2

：サーバアプリケーション

Vx ：組み込まれているが、現在有効ではない
仮想 IPアドレス

：フェイルオーバによる相手サーバへの

  アプリケーション移行

：サーバダウン
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1.1.1.4.1 クライアントからサーバへの接続 
 
 

 
接続形態 
*   クライアントからサーバのIPアドレスを指定
して接続します。 

 
接続方法 
*   接続先に仮想IPアドレスを指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
フェイルオーバ時の動作 
*   フェイルオーバが発生すると、仮想IPアドレス
に関するクライアントのルーティングテーブ
ルが変更されます。 
クライアントは、そのままの仮想IPアドレスを
用いてサーバに再接続することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

* クライアントからサーバへ接続する場合に、仮想IPアドレスを使用すれば、フェイルオーバ
の際に接続サーバが変わったことを意識する必要がありません。 

 
 

Client

V1àP1

V2àP2

ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
よりV1に接続

ServerA

P1V2V1

ServerB

P2V2V1

Client

V1àP2

V2àP2

ServerA

P1V2V1

ServerB

P2V2V1

ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
よりV1に接続
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1.1.1.4.2 クライアントからの要求を受けて、他ホストへ接続 
 
 

 
接続形態 
*   クライアントアプリケーションは、サーバアプ
リケーションに接続します。サーバアプリケー
ションはクライアントアプリケーションから
の要求を受けて、他ホストに接続し、その結果
をクライアントアプリケーションに通知しま
す。 

 
接続方法 
*   クライアントアプリケーションは、仮想IPアド
レスでサーバアプリケーションに接続します。 

*   サーバアプリケーションが、クライアントから
の要求で他ホストに接続する際は、実 IPアドレ
スが用いられます。 

*   サーバアプリケーションから接続される他ホ
ストは、どちらのサーバの実IPアドレスからの
要求も受け付けるように設定しておきます。 

*   サーバアプリケーションとクライアントアプ
リケーションとの接続は仮想IPアドレスで、
サーバアプリケーションと他ホストとの接続
は実IPアドレスで行われます。 

 
 
 
 

 
フェイルオーバ時の動作 
*   フェイルオーバが発生すると、仮想IPアドレス
に関するクライアントのルーティングテーブ
ルが変更されます。クライアントは、そのまま
の仮想IPアドレスを用いてサーバに再接続す
ることができます。フェイルオーバ先のサーバ
アプリケーションは、クライアントからの要求
で他ホストに接続します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

* サーバから他ホストへの接続は、実IPアドレスで接続してください。サーバから他ホストへ
の接続に仮想IPアドレスを明示的にバインドする必要はありません。 

 
 

OtherHost Client

V1àP1

V2àP2

ServerA

P1V2V1

ServerB

P3

P2V2V1

ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
よりV1に接続

Client

V1àP2

V2àP2

OtherHost

ServerA

P1V2V1

ServerB

P3

P2V2V1

ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
よりV1に接続



12 

1.1.1.4.3 リモートネットワーク上の非Windowsホストとの接続 
 

 
接続形態 
*   サーバアプリケーションから、リモー
トネットワーク上の非Windowsホス
ト(以下、リモートホスト)に接続しま
す。また、リモートホストからサーバ
アプリケーションに接続します。 

 
接続方法 
*   リモートホストは、どちらのサーバの
実IPアドレスからの接続要求も受け付
けるように設定します。 

*   サーバアプリケーションからリモート
ホストへの接続は、実IPアドレスでの
接続となります。 

*   リモートホストからサーバアプリケー
ションへの接続は、仮想IPアドレスを
指定します。 

 
 
 
 

 
  
フェイルオーバ時の動作 
*   フェイルオーバが発生すると、クラス
タサーバ側LANのルータで、仮想IP
アドレスに関するルーティングテー
ブルが変更されます。このためリモー
トホストからは元と同じ仮想IPアド
レスを用いて新しいサーバに再接続
することができます。また、フェイル
オーバ先のサーバからも、リモートホ
ストに再接続できます。 

 
 
 
 

* リモートネットワークの場合、仮想IPアドレスのルーティングの切り替えは、クラスタサー
バのLANのルータが行うため、CLUSTERPROクライアントが動作しない非Windowsホスト
であっても、仮想IPアドレスを使用してクラスタサーバにアクセスすることができます。 

 

1.1.1.5 システム構築上の注意事項 
* 仮想IPアドレスには、以下の規則があります。 

+ 1クラスタシステムに対して最大64までです。 
 

リモートホスト
よりV1 に接続

ﾙｰﾀ

ﾙｰﾀ

RemoteHost

V1àP2

V2àP2

ServerA

P1V2V1

ServerB P3

P2V2V1

リモートホスト
よりV1に接続

RemoteHost

非Windows

ﾙｰﾀ

ﾙｰﾀ

V1àP1

V2àP2

ServerA

P1V2V1

ServerB P3

P2V2V1
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1.1.2 プリンタ 
 

CLUSTERPROマネージャよりあらかじめ設定しておいたプリンタのスプールファイルは、フェ
イルオーバ時に、業務とともに待機系サーバに引き継がれます。 スプールファイルは、共有ディ
スク上に作成し、資源として引き継げる必要があります。 

 
CLUSTERPROでは、CLUSTERPROマネージャよりプリンタを定義することで、フェイルオー
バグループの起動時と停止時に、スプーラサービスを停止するようになります。 
開始スクリプトに、スプーラサービスの開始を記述する(もしくはコントロールパネルのサービ
スより手動でスプーラサービスを開始する)ことで、共有ディスク上のスプールファイルを認識し
て、業務の移行先サーバでも継続して印刷ができるようになります。 

CLUSTERPROクライアントは、フェイルオーバ/フェイルオーバグループの移動時に、サーバ
が切り替わり、印字先が変更されたことをポップアップメッセージにより利用者に知らせます。 
クライアント側では、利用者が手動で印字先のプリンタを変更する必要があります。または、仮
想コンピュータ名を使用して、継続的な印字が可能です。（仮想コンピュータ名を使用しないでも、
クライアントAPIを使用して、印字先のサーバの切り替わりを監視し、サーバが切り替わると自動
的に接続先を切り替えるCLUSTERPRO AwareAPによって、継続的な印字が可能です。） 

 
なお、プリンタの定義は、全サーバで同一プリンタ名、同一ポート及び同一共
有名とし、ローカルなプリンタとして設定してください。 

 
プリンタリソースは、OSバージョン、アプリケーションの種類(サーバアプリケーション/クライ
アントアプリケーション)、接続構成(基本処理装置直結プリンタ、ネットワーク直結プリンタ)、プ
リンタ機種等の要因の組み合わせによっては、サポート/未サポートの別や、注意/制限事項が発生
しますので、必ず「CLUSTERPROシステム構築ガイド PP編」の「プリントシェア」を参照して
ください。 

 

1.1.2.1 システム構築上の注意事項 
* スプールには、以下の規則があります。 

+ １クラスタシステムに対して最大128までです。 
+ プリンタ名は最大31バイトまでです。 
+ プリンタポート名は最大67バイトまでです。 
+ 共有名は最大31バイトまでです。 
+ スプールディレクトリパス名は、ドライブ文字分を含めて最大259バイトまでです。 
+ 上記はすべて大文字・小文字の区別はありません。 



14 

1.1.3 回線切替装置(V.24/X.21) 
本機能を使用するためには、NECの回線切替装置(N8591-01/02 V.24/X.21回線切替装置、

N8545-01/03 V.24/X.21回線切替ユニット、N8545-02/04 V.24/X.21回線切替拡張ユニット)あるい
は、それと同等の回線切替装置が必要です。 

Ver3.0互換運用時のみ使用できます。 
通信アプリケーションをクラスタ対応させるために回線切替装置を導入する場合、2台のサーバ
から同一RS232Cポートに接続します。 

CLUSTERPROセットアップ時には、両サーバで回線切替装置が接続された同一RS232Cポート
を選択してください。 

 
CLUSTERPROは、RS-232C経由で回線切替装置に制御コードを送ることで、回線の切替タイミ
ングを回線切替装置に知らせます。回線切替装置は、両サーバで同じCOMポートに接続してくだ
さい。 

 
CLUSTERPROから回線切替装置に発信される回線の切替タイミングには、以下の2つのパター
ンがあります。 

* フェイルオーバ/フェイルオーバグループの移動により、回線リソースを相手サーバに引き継
ぐ場合 
例)  図中 サーバBダウンにより、サーバAにフェイルオーバする場合、回線①がサーバAに切
り替わる 

* 利用者が、CLUSTERPROマネージャより回線単位にサーバの切替を行った場合 
例 ) 図中 CLUSTERPROマネージャより、サーバB側に接続されている回線①を、サーバA
に切り替えると、回線①はサーバAに切り替わる 

 
逆に、回線切替装置からCLUSTERPROに発信される回線の切替タイミングには、以下のパター
ンがあります。 

* 利用者が、回線切替装置のオペレーションパネルから、手動で回線を切り替えた場合 
（CLUSTERPROは、回線の切替を認識し、また、CLUSTERPROマネージャ画面上の状態
表示を変更する。） 
例)  図中 回線切替装置のオペレーションパネルより、回線①を切り替えると、CLUSTERPRO
マネージャからは、サーバAのリソースとして表示される。 

CLUSTERPRO

サーバ A

CLUSTERPRO

サーバ B

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

●  ●  ●  ●

●  ●  ●  ●

WANへ

回線切替装置

①

制御データの流れ

制御用
シリアルライン

高速多回線ボード高速多回線ボード

制御データの流れ

制御用
シリアルライン

RS-232C ポート RS-232Cポート

回線が、サーバ A へ
切り替わる
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1.1.3.1 システム構築上の注意事項 
* 回線切替装置については、以下の規則があります。 

+ 1クラスタシステムに対して最大16までです。 
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1.1.4 リソース監視 
CLUSTERPROコマンドのARMRSPと同等なリソース監視機能を、フェイルオーバグループの
リソースとして持つことができます。 

 

  リソース監視を使用した場合は、CLUSTERPROコマンドのARMRSPによるリソースの 
 監視は無効となります。 
  ARMRSPを使用する場合は、CLUSTERPROマネージャのグループのプロパティからリ 
 ソース監視を開き、「監視するリソース種別」のチェックをすべて外してください。 

 
 

1.1.4.1 概要 
リソース監視は、指定された種類のリソースを監視します。リソースの異常を検出した場合には、
フェイルオーバまたはグループの停止を行います。 

 
フェイルオーバ先については、次の中から選択できます。 

(1) 最高プライオリティサーバ 
フェイルオーバポリシの設定にしたがって、決定します。 

(2) 安定動作中サーバ 
安定稼動中サーバは、次の順序で決定します。 
1. グループ起動後、リソース異常を検出したことのないサーバのうち、フェイルオー
バポリシが最も高いサーバ 

2. リソース異常を検出したサーバのうち、最も過去に異常を検出したサーバ 
 

1.1.4.2 監視対象となるリソース 
監視対象となるリソースは以下のものです。リソースの特性上、監視可能な状態の範囲に以下の

2つがあります。 
 

（A）起動(活性化)時/運用中(いったん活性化に成功しリソースとして使用中)共に監視可能なも
の 

* CLUSTERパーティション 
* 切替パーティション 
* Volume Managerディスクグループ 
* 切替ミラーディスク(データミラーリング使用時) 
* プリンタスプール 
* 回線切替装置 
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（B）起動(活性化)時のみ監視可能なもの 

* 仮想IP  
* フローティングIP 
* 仮想コンピュータ名 
* スクリプト 
* レジストリ同期 

 
（C）常に監視しているもの 

* Public LAN 
 
 

1.1.4.3 リソース異常の検出方法 
* CLUSTERパーティション 

I/Oエラーが発生したとき、異常とみなします。 
* ディスク 
共有ディスク 
 SCSIコマンドのTEST_UNIT_RAEDYにより、異常を判断します。したがって、アダプ 
 タやケーブルの異常を検出することはできますが、ディスクのメディアエラーを検出する 
 ことはできません。 
ミラーディスク 
 データミラーシステムの場合、共有ディスクシステムのようにディスクの接続状態確認は 
 行っていません。 
 検出されるのはCLUSTERPROマネージャでディスクリソースが赤になったときで、以下 
 の場合の状態を検出できます。（接続時に赤になる場合を除きます) 

= 自サーバディスクにIOエラーが発生している状態で相手サーバへの通信が行えなく
なった場合(通信タイムアウト含む)。 

= 自サーバディスクにIOエラーが発生している状態で相手サーバ側ディスクのアクセス
エラーが起こった場合。 

= 相手サーバへの通信が行えない状態で自サーバ側ディスクでIOエラーが検出された場
合。 

* フローティングIP 
リソースの活性化に失敗したとき、異常とみなします。フローティングIPアドレスのネット
ワークアドレス誤りや、IPアドレスの競合などがこれに該当します。 

* スクリプト 
スクリプトに記述したexitの終了コードが0以外のとき、異常と判断します。 

* パブリックLAN 
指定のIPアドレスへpingを発行することにより、異常を検出します。 
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1.1.4.4 注意事項 
* リソース監視の開始と終了 
リソース監視の開始は、フェイルオーバグループ起動時になり、終了はフェイルオーバグルー
プの停止時になります。 

* 障害発生が発生したサーバ以外に正常なサーバがない場合には、フェイルオーバは行いません。 
* 指定された回数(既定値は8回)フェイルオーバが繰り返された後はフェイルオーバを行いませ
ん。サーバが共通して使用しているリソースの障害によるフェイルオーバの繰り返しを避ける
ためです。このカウンタは以下の場合にリセットされます。 
+ サーバの起動時 
+ サーバの再起動時 
+ ARMRSPコマンドを起動するフェイルオーバグループの起動時 
+ 監視対象リソースの正常状態が指定以上継続したとき 

* Public LANの監視は、設定したIPアドレスに対してpingを通すことにより行います。したがっ
て、LAN自体は正常でも、pingが通らなければ異常と判断し、フェイルオーバを行います。 
Public LANの監視には、デフォルトゲートウェイのIPアドレスを設定することをお勧めしま
す。 
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1.2 フェイルオーバグループ属性 
1.2.1 論理サービス名 

論理サービス名とは、サーバ上で動作しているフェイルオーバグループがどのサーバで動作して
いるのかを、CLUSTERPROクライアントAPI(もしくは、CLUSTERPRO API)を通して、アプリ
ケーション(主にクライアントアプリケーション)に知らせるために業務に付与する名前です。 

 
クライアントアプリケーションは、論理サービス名を使用することによって、業務がどのサーバ
で動作しているか調べることができます。 
まず、スクリプトにその起動/終了を記述してある業務に対して、論理サービス名を割り付ける
必要があります。この作業は、CLUSTERPROマネージャより行います。 
論理サービス名からサーバ名を取得するには、CLUSTERPROクライアントAPIを使用します。
なお、1つのフェイルオーバグループに登録できる論理サービス数は、48個までです。 

ESMPRO/FileTransfer及び、ESMPRO/DeliveryManagerをCLUSTERPRO対象PPとして採用
する場合は、論理サービス名を割り付ける必要がありますので、『システム構築ガイド PP編』を
参照してください。 

 

1.2.1.1 システム構築上の注意事項 
* 論理サービス名については、以下の規則があります。 

+  １フェイルオーバグループに対して、最大48までです。 
+  論理サービス名には、以下の規則があります。 

= 1バイトの英大文字・小文字，数字，ハイフン(-)，アンダーバー(_)のみ使用可能です。 
= 大文字・小文字の区別はありません。 
= 最大31文字(31バイト)までです。 
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1.3 スクリプト 
 

CLUSTERPROの配下で、PPやアプリケーション/サービスを動作させるためには、スクリプト
に起動/終了/復旧の手順を記述する必要があります。本章では、その記述方法を説明します。 
スクリプトはWindows 2000, Windows Server 2003のコマンドをバッチファイルに記述して作
成します。また、スクリプト内ではWindows 2000, Windows Server 2003のコマンド以外にも、
CLUSTERPROコマンドを使用することができます。 

 
 

1.3.1 スクリプトの種類 
フェイルオーバグループには、それぞれ開始スクリプトと終了スクリプトが用意されています。 
CLUSTERPROは、クラスタの状態遷移が必要な場面において、フェイルオーバグループごとの
スクリプトを実行します。クラスタ環境下で動作させたいPPやアプリケーション/サービスの起動/
終了、もしくは復旧の手順を、これらのスクリプトに記述する必要があります。 

 

サーバ 1 サーバ2 サーバ3

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚

Stop.bat

Start.bat

 
 

Start.bat 
Stop.bat 

:   開始スクリプト 
:   終了スクリプト 

 
フェイルオーバポリシで設定されている、本来スクリプトが実行されるべきサーバを、そのスク
リプトの「プライマリサーバ」と呼びます。 
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1.3.2 スクリプトの環境変数 
 

CLUSTERPROは、スクリプトを実行する際に、どの状態で実行したか(スクリプト実行要因)等
の情報を、環境変数にセットします。 
スクリプト内で下図の環境変数を分岐条件として、システム運用にあった処理内容を記述できま
す。 

 
終了スクリプトの環境変数は、直前に実行された開始スクリプトの内容を、値として返します。 
ただし、 ARMS_EVENTの環境変数 RECOVERに対応した終了スクリプト、および

ARMS_FACTORの各環境変数に対応した開始スクリプトはありません。 
 

環境変数 環境変数の値 意   味 

START 前回、クラスタシャットダウンした時に動作していたサーバ
と、同一あるいはより高いプライオリティのサーバで実行さ
れた。 
フェイルオーバグループの移動により、移動先のサーバで実
行された。 
ARMLOADコマンドがアプリケーション異常を検出し、同じ
サーバでスクリプトが再起動された。 

RECOVER サーバのクラスタ復帰を行った。 
ARMLOADコマンドがアプリケーション異常を検出し、同じ
サーバでスクリプトが起動/再起動された。 

ARMS_EVENT 
…スクリプト実行要因 

FAILOVER フェイルオーバにより、フェイルオーバ先のサーバで実行さ
れた。 
ARMLOADコマンドがアプリケーションの異常を検出し、
フェイルオーバ先のサーバでスクリプトが起動された。 
前回シャットダウンした時に動作していたサーバより、低い
プライオリティのサーバで実行された。 

CLUSTERSH
UTDOWN 

クラスタシャットダウンにより、サーバのシャットダウンが
実行された場合 

SERVERSHU
TDOWN 

サーバシャットダウンにより、サーバのシャットダウンが実
行された場合 

CLUSTERLEA
VE 

サーバ切り離しにより、サーバの切り離しが実行さ
れた場合 

GROUPSTOP グループ停止により、グループの停止が実行された
場合 

GROUPMOVE グループ移動により、グループの移動が実行された
場合 

GROUPFAILO
VER 

ARMLOADコマンド及びARMRSPコマンドにより、
グループのフェイルオーバが実行された場合 

ARMS_FACTOR 
…グループ停止要因 

GROUPREST
ART 

ARMLOADコマンドより、スクリプトの再起動が実
行された場合 
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環境変数 環境変数の値 意   味 

HOME フェイルオーバグループの、プライマリサーバで実行された。 ARMS_SERVER 
…スクリプトの実行サーバ 

OTHER フェイルオーバグループの、プライマリサーバ以外で実行さ
れた。 

SUCCESS 接続に失敗しているパーティションはない。 ARMS_DISK 
…共有ディスク上のパーティ
ション接続情報 FAILURE 接続に失敗しているパーティションがある。 

ARMS_PRIORITY 
…スクリプトが実行した
サーバのプライオリティ 

1～16 実行されているサーバの、プライオリティを示す。1から始ま
る数字で、小さいほどプライオリティが高いサーバ。(最高値
はサーバ数)ARMS_PRIORITYが1の場合、プライマリサーバ
で実行されたことを示す。 

ARMS_GROUPNAME 
…フェイルオーバグループ名 

フェイルオーバ
グループ名 

スクリプトが属している、フェイルオーバグループ名を示す。 

 
 

1.3.3 スクリプトの構造 
1.3.3.1 スクリプトの実行タイミング 

開始/終了スクリプトの実行タイミングと環境変数の関連を、クラスタ状態遷移図にあわせて説
明します。 

* 説明を簡略にするため、２台構成のクラスタで説明します。 
３台以上の構成の場合に、発生する可能性のある実行タイミングと環境変数の関連は、補足と
いう形で説明します。 

* 図中の○や×はサーバの状態を表しています。 

サーバ サーバ状態 

○ 正常状態（クラスタとして正常に動作している） 

× 停止状態（クラスタシャットダウンによる停止状態） 

×ｄ ダウン状態（サーバダウンによる停止状態） 

○ｄ ダウン後再起動状態（クラスタから切り離されている） 

（例）○A ： 正常状態にあるサーバにおいてフェイルオーバグループAが動作している。 
 

* 各フェイルオーバグループは、起動したサーバの中で、最もプライオリティの高いサーバ上で
起動されます。 

* クラスタに定義されているフェイルオーバグループはA,B,Cの３つで、それぞれ以下のような
フェイルオーバポリシを持っています。 

フェイルオーバグループ 優先度1サーバ 優先度2サーバ 

A サーバ1 サーバ2 

B サーバ2 サーバ1 

C サーバ1 サーバ2 

* 上のサーバをサーバ1、下のサーバをサーバ2とします。 

　×

　×

← サーバ１

← サーバ２

 
図中の(1)～(14)は、次ページからの説明に対応しています。 
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  【クラスタ状態遷移図】 

代表的なクラスタ状態遷移について説明します。 
 

サーバ1ダウン
後、再起動

(2)

(6)

(10)

(7)

(11)

(12)

(9)(8)

(4)(3)(1)

(5)

　×
　×

　○AC
　○B

　×ｄ
　○ABC

　○ｄ
　○ABC

　○
　○ABC

　○A
　○BC

　○A
　○C

(13)

(14)

　○A
　○B

 
 

(1) 通常立ち上げ 
ここで言う通常立ち上げとは、開始スクリプトがプライマリサーバで正常に実行され、直前の終
了スクリプトもプライマリサーバで実行されていた時を指します。 
各フェイルオーバグループは、起動したサーバの中で、最もプライオリティの高いサーバ上で起
動されます。 

 
 

 
Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
A 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT START 
B 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER HOME 

 

サーバ２サーバ１

Ａ Ｃ Ｂ

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ B

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト

Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ① ①
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(2) 通常シャットダウン 
ここでいう通常シャットダウンとは、終了スクリプトに対応する開始スクリプトが、通常立ち上
げにより実行された、もしくはグループの移動（オンラインフェイルバック）により実行された直
後の、クラスタシャットダウンを指します。 

 

サーバ２サーバ１

A C B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ B

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ① ①

 
 
 

Stop.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
A 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT START 
B 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER HOME 
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(3) サーバ１ダウンによるフェイルオーバ 
サーバ１をプライマリサーバとするフェイルオーバグループの開始スクリプトが、障害発生によ
り下位のプライオリティサーバ (サーバ 2)で実行されます。開始スクリプトには、
ARMS_EVENT(=FAILOVER)を分岐条件にして、業務の起動/復旧処理(たとえばデータベースの
ロールバック処理など)を記述しておく必要があります。 
プライマリサーバ以外でのみ実行したい処理がある場合は、ARMS_SERVER(=OTHER)を分岐
条件にして記述しておく必要があります。 

 

サーバ 1

サーバダウン

サーバ 2

A C

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ①

 
 
 

Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 
A 

ARMS_SERVER OTHER 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 
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(4) サーバ１のクラスタ復帰 
ダウン後再起動状態(非クラスタとして動作中)のサーバ1をクラスタに復帰させる場合、サーバ1
でフェイルオーバ発生時に動作していたフェイルオーバグループの、開始スクリプトが実行されま
す(フェイルオーバが発生したサーバでリカバリ処理が実行されます)。 
リカバリ処理（たとえば、ローカルディスクにあるデータベース情報などの修復）を行うために、

ARMS_EVENT(=RECOVER)を分岐条件にして、処理を記述しておく必要があります(特にリカバ
リ処理が必要無い場合でも、業務の起動処理を実行しないように、スクリプトを記述してください)。 
データミラーリングの運用の場合、クラスタ復帰にて、データの復旧(ミラーセットの再構築)を
行います。 

 

サーバ 1 サーバ 2

リカバリ処理

A C

B

OK

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ①

 
 
 

Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT RECOVER 
A 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT RECOVER 
C 

ARMS_SERVER HOME 
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(5) サーバ１フェイルオーバ後クラスタシャットダウン 
フェイルオーバグループAとCの終了スクリプトが、フェイルオーバ先のサーバ２で実行されま
す(フェイルオーバグループBの終了スクリプトは、通常シャットダウンでの実行です)。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A C

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ B

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ①①

 
 
 

Stop.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 
A 

ARMS_SERVER OTHER 

ARMS_EVENT START 
B 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 
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(6) フェイルオーバグループAとCの移動 
フェイルオーバグループAとCの終了スクリプトが、フェイルオーバ先のサーバ2で実行された後、
サーバ1で開始スクリプトが実行されます。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A C

B

C A

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ①② ②

 
 
 

Stop.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER2 
A 

ARMS_SERVER OTHER 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 

 
 
 

Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
A 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER HOME 

 
 

                                                 
2 終了スクリプトの環境変数の値は、直前に実行された開始スクリプトの環境変数の値になります。 

(6)の遷移の場合、直前にクラスタシャットダウンがないのでFAILOVERになりますが、(6)の前にクラスタ
シャットダウンが行われていると、STARTになります。 
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(7) サーバ１の起動(自動復帰モード) 
サーバ1の自動復帰を実行します。サーバ1でフェイルオーバ発生時に動作していたフェイルオー
バグループの、開始スクリプトが実行されます(フェイルオーバが発生したサーバでリカバリ処理
が実行されます)。 
「(4) サーバ１のクラスタ復帰」と同様の注意が必要です。 
データミラーリング運用の場合、クラスタ復帰にて、データの復旧(ミラーセットの再構築)を行
います。 

 
 

サーバ 1 サーバ 2

リカバリ処理

A C

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

OK

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ①

 
 
 

Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT RECOVER 
A 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT RECOVER 
C 

ARMS_SERVER HOME 
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(8) フェイルオーバグループCの障害、フェイルオーバ 
フェイルオーバグループCに障害が発生すると、サーバ1でフェイルオーバグループＣの終了ス
クリプト、開始スクリプト(リカバリ処理)が実行され、サーバ2でフェイルオーバグループCの開始
スクリプトが実行されます。フェイルオーバグループ Cの開始スクリプトには、 
ARMS_EVENT(=RECOVER)とARMS_EVENT(=FAILOVER)を分岐条件にして、それぞれ業務の
起動/復旧処理を記述しておく必要があります。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A C

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

C

障害発生

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ②

 
 
 

サーバ1のStop.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER HOME 

 
 

サーバ1のStart.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT RECOVER 
C 

ARMS_SERVER HOME 

 
 

サーバ2のStart.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 
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(9) フェイルオーバグループCの移動 
(8)でサーバ2にフェイルオーバしてきたフェイルオーバグループCを、サーバ2よりサーバ1へ移
動します。サーバ2で終了スクリプトを実行した後、サーバ1で開始スクリプトを実行します。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A C

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

C

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

② ①

 
 
 

Stop.bat((8)よりフェイルオーバしてきたため) 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 

 
 

Start.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER HOME 
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(10) サーバ1のサーバ切り離し 
サーバ１をクラスタシステムより切り離します。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A C

B

C A

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ① ② ②

 
 
 

Stop.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
A 

ARMS_SERVER HOME 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER HOME 

 
 

Start.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 
A 

ARMS_SERVER OTHER 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 
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(11) フェイルオーバグループBの停止 
フェイルオーバグループBの終了スクリプトがサーバ2で実行されます。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ B

Stop.bat

Start.bat

C
：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

①

 
 
 

Stop.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
B 

ARMS_SERVER HOME 

 
 

(12) フェイルオーバグループBの起動 
フェイルオーバグループBの開始スクリプトがサーバ２で実行されます。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ B

Stop.bat

Start.bat

C
：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

①

 
 
 

Start.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
B 

ARMS_SERVER HOME 
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(13) フェイルオーバグループCの停止 
フェイルオーバグループCの終了スクリプトが、サーバ２で実行されます。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A

BC
：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

①

 
 
 

Stop.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 
C 

ARMS_SERVER OTHER 

 
 

(14) フェイルオーバグループCの起動 
フェイルオーバグループCの開始スクリプトがサーバ2で実行されます。 

 

サーバ 1 サーバ 2

A

BC
：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

①

 
 
 

Start.bat 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 
C 

ARMS_SERVER OTHER 

 
 



35 

 

【補足1】 
* フェイルオーバポリシに設定されているサーバを3つ以上持つフェイルオーバグループにおい
て 、 プ ラ イ マ リ サ ー バ 以 外 の サ ー バ で 、 異 な っ た 動 作 を 行 な う 場 合 
ARMS_SERVER(HOME/OTHER)の代わりに、ARMS_PRIORITY(1～16)を使用する 

ｻー ﾊ゙ 1
ﾀ゙ ｳﾝ後
再起動

(10)

(7)

(4)(3)　○AC
○ B
○ 

　×ｄ
○ ABC
○ 

　○ｄ
○ ABC
○ 

　○
○ ABC
○ 

(6)

　○
○ AB
○ C

(6)A

 
(例1)クラスタ状態遷移図(3)の場合 
(3)サーバ１ダウンによるフェイルオーバ 
サーバ1をプライマリサーバとするフェイルオーバグループの開始スクリプトが、障害発生によ
り次に高いフェイルオーバポリシを持つサーバ2で実行されます。開始スクリプトには、
ARMS_EVENT(=FAILOVER)を分岐条件にして、業務の起動/復旧処理(たとえばデータベースの
ロールバック処理など)を記述しておく必要があります。 

2番目に高いフェイルオーバポリシを持つサーバのみで実行したい処理がある場合は、
ARMS_PRIORITY(=2)を分岐条件にして記述しておく必要があります。 

 

サーバ 1

サーバダウン

サーバ 2

A C

B

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ①

サーバ 3

 
 

Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 

ARMS_SERVER OTHER A 

ARMS_PRIORITY 2 

ARMS_EVENT FAILOVER 

ARMS_SERVER OTHER C 

ARMS_PRIORITY 2 
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(例2)クラスタ状態遷移図(6)Aの場合 

　○
○ ABC
○ 

　○
○ AB
○ C

(6)A

 
(6)AフェイルオーバグループCの移動 
フェイルオーバグループCの終了スクリプトが、フェイルオーバ先のサーバ2で実行された後、
サーバ3で開始スクリプトが実行されます。 

 

サーバ 1 サーバ 2
B

C A

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ C

Stop.bat

Start.bat

：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行

：業務

  (文字は業務名)

図中記号

：開始スクリプト

：終了スクリプト
Stop.bat

Start.bat

① ② …
：実行順番

① ②

サーバ 3

C

 
 

Stop.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT FAILOVER 

ARMS_SERVER OTHER C 

ARMS_PRIORITY 2 

 
Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

ARMS_EVENT START 

ARMS_SERVER OTHER C 

ARMS_PRIORITY 3 
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【補足2】 
ARMLOADコマンドがスクリプトを(再)起動する場合 
 
ARMLOADコマンドがAP,サービスの異常を検出しstartスクリプトを(再)起動する場合の環境
変数は以下のようになります。 

 
ARMLOADコマンドがサーバ1で起動していたAP,サービスの異常終了を検出してサーバ1で
フェイルオーバグループAの再起動を行う場合 
 

 
Stop.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

A ① ARMS_EVENT 
Start.bat実行時と 
同一の値 

 
Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

② ARMS_EVENT RECOVER 
A 

③ ARMS_EVENT START 

 
Start.batは 2回実行されます。 
 

 

サーバ２ ：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行 

：業務 
  (文字は業務名) 

図中記号 

：開始スクリプト 

：終了スクリプト 

Stop.bat 

Start.bat 

① ② … 
：実行順番  

サーバ１ 

A 

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A 

 

Stop.bat 

Start.bat 

② 
 ③ 

AP,サービス  

異常終了 

① 
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ARMLOADコマンドがサーバ1で起動していたAP,サービスの異常終了を検出してサーバ2へ
フェイルオーバをしてサーバ2でフェイルオーバグループAの起動を行う場合 
 

 

 
Stop.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

A ① ARMS_EVENT 
Start.bat実行時と 
同一の値 

 
Start.batに対する環境変数 

ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 環境変数 値 

② ARMS_EVENT RECOVER 
A 

③ ARMS_EVENT FAILOVER 

 
Start.batは 2回実行されます。 

 

サーバ２ サーバ１ ：ｽｸﾘﾌﾟﾄの実行 

：業務 
  (文字は業務名) 

図中記号 

：開始スクリプト 

：終了スクリプト 

Stop.bat 

Start.bat 

① ② … 
：実行順番  

A 

ﾌｪｲﾙｵー ﾊ゙ ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ A 

 

Stop.bat 

Start.bat 

③ 

AP,サービス  

異常終了 

① ② 
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1.3.3.2 スクリプト記述の流れ 
前節の、スクリプトの実行タイミングと実際のスクリプト記述を関連付けて説明します。 

(1) フェイルオーバグループＡ開始スクリプト： start.batの一例 

rem ***************************************
r e m  *               S T A R T . B A T              *
rem ***************************************

IF "%ARMS_EVENT%" == "START" GOTO NORMAL
IF "%ARMS_EVENT%" == "RECOVER" GOTO RECOVER
IF "%ARMS_EVENT%" == "FAILOVER" GOTO FAILOVER

GOTO NO_ARM

:NORMAL
 IF "%ARMS_DISK%" == "FAILURE" GOTO ERROR_DISK

 IF "%ARMS_SERVER%" == "OTHER" GOTO ON_OTHER1

 GOTO EXIT

:ON_OTHER1

 GOTO EXIT

:FAILOVER

IF “%ARMS_DISK%” == “FAILURE” GOTO ERROR_DISK

 処理概要：
 業務の通常起動処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (1) 通常立ち上げ

      ( 6 )  フェイルオーバグループの移動(オンラインフェイルバック)

スクリプト実行要因の環境変数
を参照して、処理の振り分けを
行う。

CLUSTERPROは動作して
いない。

実行サーバ環境変数を参照して、処理
の振り分けを行う。

 処理概要：
 プライマリサーバで、業務が通常起動される場合のみ行ないたい処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (1) 通常立ち上げ

      ( 6 )  フェイルオーバグループの移動(オンラインフェイルバック)

 処理概要：
 プライマリサーバ以外で、業務が通常起動される場合のみ行ないたい処理

 この処理を行う実行タイミング：

DISK 接続情報環境変数を参照し
て、エラー処理を行う。

 処理概要：
 業務の通常起動処理

 この処理を行う実行タイミング：
       (3 )  サーバ 1ダウンによるフェイルオーバ
       ( 10 )サーバ 1のサーバ切り離し
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IF “%ARMS_SERVER%” == “OTHER” GOTO ON_OTEHR2

GOTO EXIT

:ON_OTHER2

GOTO EXIT

:RECOVER

GOTO EXIT

:ERROR_DISK

:NOARM

:EXIT
exit

 処理概要：
 フェイルオーバ後、非プライマリサーバで業務が起動される場合のみ行いたい処理

 この処理を行う実行タイミング：
      (3 )  サーバ１ダウンによるフェイルオーバ
       ( 10 )サーバ１のサーバ切り離し

実行サーバ環境変数を参照して、処理の
振り分けを行う。

 処理概要：
 フェイルオーバ後、プライマリサーバで業務が終了される場合のみ行いたい処理

 この処理を行う実行タイミング：

 処理概要：
 クラスタ復帰後のリカバリ処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (4) クラスタ復帰

ディスク関連エラー処理
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(2) フェイルオーバグループA終了スクリプト： Stop.batの一例 

rem ***************************************
rem *               STOP.BAT              *
rem ***************************************

IF "%ARMS_EVENT%" == "START" GOTO NORMAL
IF "%ARMS_EVENT%" == "FAILOVER" GOTO FAILOVER

GOTO NO_ARM

:NORMAL
 IF "%ARMS_DISK%" == "FAILURE" GOTO ERROR_DISK

 IF "%ARMS_SERVER%" == "OTHER" GOTO ON_OTHER1

 GOTO EXIT

:ON_OTHER1

 GOTO EXIT

:FAILOVER

IF “%ARMS_DISK%” == “FAILURE” GOTO ERROR_DISK

 処理概要：
 業務の通常終了処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (2) 通常シャットダウン
 (10)サーバ 1の切り離し

実行サーバ環境変数を参照して、処理の
振り分けを行う。

 処理概要：
 プライマリサーバ上で業務が通常処理される場合のみ行ないたい処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (2) 通常シャットダウン
 (10)サーバ１の切り離し

DISK 接続情報環境変数を参照し
て、エラー後処理を行う。

 処理概要：
 プライマリサーバ以外で、業務が通常終了される場合のみ行ないたい処理

 この処理を行う実行タイミング：

 処理概要：
 フェイルオーバ後、通常終了処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (5) サーバ 1フェイルオーバ後クラスタシャットダウン
 (6) ファイルオーバグループACの移動

DISK接続情報環境変数を参照して、エ
ラー後処理を行う。

スクリプト実行要因の環境変数
を参照して、処理の振り分けを
行う。

CLUSTERPROは動作して
いない。
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IF “%ARMS_SERVER%” == “OTHER” GOTO ON_OTEHR2

GOTO EXIT

:ON_OTHER2

GOTO EXIT

:ERROR_DISK

:NO_ARM

:EXIT
exit

 処理概要：
 フェイルオーバ後、非プライマリサーバで業務が終了される場合のみ行いたい処理

 この処理を行う実行タイミング：
 (5) サーバ 1フェイルオーバ後クラスタシャットダウン
 (6) ファイルオーバグループ ACの移動

ディスク関連エラー処理

実行サーバ環境変数を参照して、処理の
振り分けを行う。

 処理概要：
 フェイルオーバ後、プライマリサーバで業務が終了される場合のみ行いたい処理

 この処理を行う実行タイミング：
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1.3.4 スクリプト作成のヒント 
 

以下の点に注意して、スクリプトを作成してください。 
 

* スクリプト中にて、PP/サービスの起動/終了を行う場合には、PP/サービスの起動/終了が完了
したことを示すログを出力するようにしてください。ログはARMLOGコマンドにて出力する
ことができます。 
この情報は、問題発生時、障害の切り分けを行う場合に使用することができます。 
(例：スクリプト中のイメージ) 
  ARMLOG “net start OracleTNSListener” 
  net start OracleTNSListener 
  ARMLOG “net start OracleTNSListener Finish” 
 

* GUIを必要とするアプリケーションを起動する場合、“デスクトップとの対話をサービスに許
可”をCLUSTERPRO Serverサービスに許可してください。コントロールパネルのサービス
により設定できます。 
 

* CLUSTERPROサービスに“デスクトップとの対話”を許可することにより、スクリプトの
進行状況を画面にて確認することができます。スクリプトをデバッグする際に使用すると効果
があります。 
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1.4 CLUSTERPROクライアント 
 

1.4.1 CLUSTERPROクライアントインストール基準 
通常はクライアントマシンへのCLUSTERPROクライアントのインストールは必要ありません。
しかし、以下の機能を使用する場合、CLUSTERPROクライアントのインストールが必要です。 

 
クライアントマシンで使用する機能  

フローティング

IPアドレス 
仮想IPアドレス ポ ッ プ ア ッ プ

メッセージ 
CLUSTERPRO 
クライアントAPI 

同一LAN － ○ ○ ○ 
リモートLAN － － ○ ○ 
○: CLUSTERPROクライアントのインストールが必要な機能 

 
Windows 2000、Windows Me、Windows XP、Windows Server 2003クライアントから仮想コ
ンピュータ名を使用する場合、CLUSTERPROクライアントのインストールが必要となる場合があ
ります。 

Windows 98クライアントから仮想コンピュータ名を使用する場合、CLUSTERPROクライアン
トのインストールが必要となる場合があります（「CLUSTERPROシステム構築ガイド システム
設計編(基本/共有ディスク)」または「CLUSTERPROシステム構築ガイド システム設計編(基本/
ミラーディスク)」参照）。 
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1.4.2 クライアント設定 
CLUSTERPROクライアントの動作を決定する全般的な設定ファイルです。環境に合わせて修正
する必要があります。 
ファイル名はarmclcfg.txt固定で、armcl.exeと同じディレクトリにあります。 
なお、設定ファイルはスタートメニューに登録されています。 

 
設定項目は以下の9つです。 

* 通信プロトコル 
* クライアント側UDPポート番号 
* ログレベル 
* ログサイズ 
* 自動アップデート 
* ネットワーク監視モード 
* ポーリング間隔 
* ネットワークダウン検出タイムアウト 
* クラスタ定義情報 

(｢#｣で始まる行はコメント行です) 
 

(1) 通信プロトコル (&UDP ) 
使用する通信プロトコルを設定します。 

&UDP (TCP/IPソケットインタフェース)を指定してください。 
(設定例) 

インタフェース 記述 

TCP/IP &UDP 
既定値は&UDPです。 

 
(2) クライアント側UDPポート番号 ($<ポート番号>) 
クライアントで使用するUDPポート番号を設定します。 
特に他のプログラムと衝突しない限り、既定値(20007)を使用してください。 
(設定例)  $20007 
複数記述された場合は最後の1つが有効になります。 

 
(3) ログレベル (!<ログレベル>) 

CLUSTERPROクライアントの動作状態を記録するログファイルの記録レベルを設定します。 
既定値(2)でのままで使用してください。 
(設定例)   !2 
有効な範囲は1～5レベルです。各レベルの意味は以下の通りです。 
1  最小レベルです。致命的エラーのみを記録します。 
2  警告レベルです。警告メッセージを記録します。 
3  情報レベルです。警告レベルに加えて、動作の概要を記録します。 
4  トレースレベルです。情報レベルに加えて、内部動作を記録します。 
5  詳細レベルです。トレースレベルに加えて、詳細動作を記録します。 

 
(4) ログサイズ（*<ログサイズ>） 
ログファイルのサイズバイト数を10進数にて設定します。 
ログファイルはここで指定したサイズを超えると、次のファイルを上書きします。次のファイルも
指定サイズを超えると、最初のファイルを上書きします。 
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(5) 自動アップデート(:UPDATE=0 | :UPDATE=1 | :UPDATE=2) 

CLUSTERPROクライアントの自動アップデートを行なうかどうかを設定します。 
UPDATE=0の場合、自動アップデートは行ないません。(無効) 
UPDATE=1の場合、自動アップデートに確認を求めます。(確認) 
UPDATE=2の場合、自動アップデートを行ないます。(自動) 
既定値は1(確認)です。 

 
(6) ネットワーク監視モード(:WATCHNETWORK=0 | : WATCHNETWORK =1) 

WATCHNETWORK=0の場合、ネットワークの監視を行ないません。(無効) 
WATCHNETWORK=1の場合、ネットワークの監視を行ないます。（有効） 
既定値は1(有効)です。 
ネットワーク監視モードを有効にすると、サーバとのネットワーク経路の切り替え機能及びサー
バとのネットワーク経路の異常検出が可能になります。 
（例） 

点線側のLANの異常を検出したり、実践側に経路を切替
えたりすることができる。

 LAN２

ＮＥＣ

Express5800/130Dpr
 Server

 クライアント

 LAN１

 Router

ＮＥＣ

Express5800/130Dpr
 Server ＮＥＣ

Express5800/130Dpr
 Server

 Router

 
 

(7) ポーリング間隔(:POLLING=<ポーリング間隔（秒）>) 
クライアントからサーバへのポーリングの間隔を秒で設定します。但し10秒より短い間隔を指定
した場合は10秒になります。 
既定値は30秒です。 
ネットワーク監視モードが有効な場合は、ポーリング間隔で指定した時間間隔で、サーバとの通
信が発生します。 
ネットワーク監視モードが無効な場合は、サーバがダウンしている場合の問いあわせ間隔となりま
す。 
またこの値は、クラスタIPのキープアライブ機能が有効な場合、クラスタIPアドレスへのキー
プアライブ用パケット送出間隔にも使用されます。 

 
(8) ネットワークダウン検出タイムアウト (:NETWORKTIMEOUT=<タイムアウ
ト時間(秒)>) 
ネットワークダウンを検出するためのタイムアウトを秒で設定します。但し、ポーリング間隔の

3倍より小さい時間を指定された場合はポーリング間隔の3倍となります。 
既定値は180秒です。 
ネットワーク監視モードが無効な場合は、この設定値は無視されます。 



47 

 
(9) クラスタ情報 (@<クラスタ名>, %<サーバ名>:<IPアドレス>[/<ゲートウェイ
アドレス>][,<IPアドレス>[/<ゲートウェイアドレス>],…]:<UDPポート番号>) 

CLUSTERPROクライアントが監視するクラスタの情報を設定します。 
設定項目は以下の５つです。 

* クラスタ名 
* サーバ名 
* サーバIPアドレス 
* ゲートウェイアドレス(LAN多重化の構成３の場合で指定する) 
* サーバ側UDPポート番号 

 
(設定例) 

@CLUSTER1 
%SERVER1:10.0.0.1:20006 
%SERVER2:10.0.0.2:20006 
 
@CLUSTER2 
%SERVER1:10.0.0.1/10.2.0.254,10.1.0.1/10.3.0.254:20006 
%SERVER2:10.0.0.2/10.2.0.254,10.1.0.2/10.3.0.254:20006 

 
(注意) 

* クラスタサーバ情報は、間に空行を入れず記述してください。また、クラスタサーバ情報の次
の行は必ず改行のみの行にしてください。 

* 1サーバのIPアドレスはコンマで区切って複数記述することが可能です。 
* クライアントサービスポート番号はクラスタ生成時にCLUSTERPROマネージャで設定した
値と同じ値を設定してください。 

* 複数のクラスタ/サーバ情報を記述することが可能です。 
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(ファイル記述例) 
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############################################################################# 

#                                                                              # 

#   NEC CLUSTERPRO armcl.exe configuration file                              # 

#                                                                              # 

#   注意: 本ファイルはCLUSTERPRO Clientの設定                                 # 

#        ファイルです。設定変更する場合は必ずマニュアルを参照してください。   # 

#                                                                              # 

############################################################################# 

 

## 

## 

## & protocol (MAILSLOT or UDP) 

## $ UDP Port NO 

## ! log level (1 .. 5)  

## * log size 

## : other options 

## 

## @ clustername 

## % serverinfo(name:IP:PORT) 

## 

 

##### protocol ##### 

#&MAILSLOT 

&UDP 

 

##### Port NO ##### 

$20007 

 

##### log level (0 .. 5) ##### 

!2 

 

##### log size (bytes) ##### 

*65536 

 

##### options ##### 

#Client Module Update Mode (0:disable, 1:enable, 2:auto) default:1 

#:UPDATE=1 

#Watch Network Mode (0:disable, 1:enable) default:1 

#:WATCHNETWORK=1 

#Polling Interval (sec) default:30 

#:POLLING=30 

#Network down detection timeout (sec) default:180 

#:NETWORKTIMEOUT=180 

#Cluster IP KeepAlive Mode (0:disable, 1:enable) default:0 

#:CIPKEEPALIVE=0 

 

##### cluster section ##### 

 

#@CLUSTER1 

#%SERVER1:10.0.0.1:20006 

#%SERVER2:10.0.0.2:20006 

#%SERVER3:10.0.0.3:20006 

#%SERVER4:10.0.0.4:20006 

 

#@CLUSTER2 

#%SERVER5:10.0.0.5,10.1.0.5:20006 

#%SERVER6:10.0.0.6,10.1.0.6:20006 

 

##### end armclcfg.txt ##### 
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1.4.3 メッセージ設定 
CLUSTERPROクライアントがフェイルオーバ等を検出した時にポップアップするメッセージ
を設定します。設定項目が無い場合は既定値のメッセージが使用されます。また、メッセージを出
さない設定にすることもできます。 
ファイル名はarmclmsg.txt固定で、armcl.exeと同じディレクトリにあります。 
なお、メッセージ設定ファイルは、スタートメニューに登録されています。 

* メッセージの既定値 
メッセージの既定値は、以下の表の通りです。 

 

イベント メッセージ 

フェイルオーバグループ起動 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が起動しました。<
サーバ名>(<IPアドレス>) 

フェイルオーバグループ起動（失敗
した資源あり） 

クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が起動しました。失敗
した資源があります。<サーバ名>(<IPアドレス>) 

フェイルオーバグループ停止 
 

クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が停止しました。<
サーバ名>(<IPアドレス>) 

フェイルオーバ開始 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>のフェイルオーバを
開始しました。 
<フェイルオーバ元サーバ名>(<IPアドレス>)→<フェイルオーバ先サーバ名
>(<IPアドレス>) 

フェイルオーバ終了 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ>のフェイルオーバが終
了しました。 
<フェイルオーバ元サーバ名>（<IPアドレス>）→<フェイルオーバ先サーバ
名>(<IPアドレス>) 

フェイルオーバ失敗 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ>のフェイルオーバが終
了しましたが、失敗した資源があります。 
<フェイルオーバ元サーバ名>(<IPアドレス>)→<フェイルオーバ先サーバ名
>(<IPアドレス>) 

バックアップ運用 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>がバックアップサー
バ上で起動しました。<サーバ名>(<IPアドレス>) 

バックアップ運用 
（失敗した資源あり） 

クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ.>がバックアップサーバ
上で起動しました。失敗した資源があります。<サーバ名>(<IPアドレス>) 

ネットワーク切り替え開始 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が動作しているサー
バとのネットワーク経路の異常を検出しました。ネットワーク経路の切り替
えを開始します。<サーバ名>(<切り替え元IPアドレス>→<切り替え先IPアド
レス>) 

ネットワーク切り替え完了 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が動作しているサー
バとのネットワーク経路の切り替えが完了しました。<サーバ名>(<IPアドレ
ス>) 

ネットワーク異常 
 

クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が動作しているサー
バとの通信が途切れました。<サーバ名>(<IPアドレス>) 

ネットワーク回復 
 

クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>が動作しているサー
バとの通信が回復しました。<サーバ名>(<IPアドレス>) 

フェイルオーバグループの移動開始 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>の移動を開始しまし
た。<移動元サーバ名>(<移動元IPアドレス>)→<移動先サーバ名>(<移動先IP
アドレス>) 

フェイルオーバグループの移動終了 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>の移動が終了しまし
た。<移動元サーバ名>(<移動元IPアドレス>)→<移動先サーバ名>(<移動先IP
アドレス>) 

フェイルオーバグループの移動失敗 クラスタ<クラスタ名>で<フェイルオーバグループ名>の移動が終了しまし
たが失敗した資源があります。<移動元サーバ名>(<移動元IPアドレス>)→<
移動先サーバ名>(<移動先IPアドレス>) 

メッセージ通知 ARMBCASTのメッセージを通知する。 
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指定メッセージ通知 [ARMBCASTでメッセージ番号を指定された場合に、あらかじめクライアン
ト毎に設定されたメッセージを通知する] 
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* メッセージ設定ファイル 
上で述べた既定値以外のメッセージをポップアップさせる場合は、環境に合わせて修正する必
要があります。 
設定項目は以下の6つです。 
  既定設定 
  クラスタ名 
  クラスタ既定設定 (クラスタ) 
  フェイルオーバグループ名 
  フェイルオーバグループ既定設定 (｢#｣で始まる行はコメント行です。) 
+ 既定設定 
設定ファイル中の最初のクラスタ行より前にある記述は、既定設定です。 
そのクライアントでのポップアップメッセージの既定値を設定します。 

+ クラスタ行 (@<クラスタ名>) 
メッセージ設定を行うクラスタ名を指定します。次に｢@｣で始まるクラスタ指定行が表れ
るまで有効です。 

+ クラスタ既定設定 
クラスタブロック内で最初のグループブロックより前にある記述はクラスタ既定設定です。 
そのクラスタからのポップアップメッセージの既定値を設定します。 

+ フェイルオーバグループ行 (%<フェイルオーバグループ名>) 
フェイルオーバグループ行から次のフェイルオーバグループ行の間(グループブロック)に
記述された設定は、そのフェイルオーバグループに対してのみ有効となります。 

+ グループ設定 
グループブロック内の記述はグループ設定です。 
該当するグループに対するポップアップメッセージを設定します。 

* メッセージは以下のように設定します。 
+ メッセージ設定行 {S|E|B|H|M|1～9}{yes|no|メッセージ} 

= 書式 
行頭のタグに続けて、yes(既定値),no(ポップアップしない)あるいはポップアップする
メッセージを記述する。 

= タグ{S|E|B|H|M|1～9} 
S...フェイルオーバ開始 
E...フェイルオーバ完了 
B...グループ起動 
H...グループ停止 
M ...armbcastコマンドのメッセージ指定のポップアップ 
1～9... armbcastコマンドの番号指定のポップアップ 

= メッセージ埋め込み 
メッセージにはクラスタ名などの埋め込みが必要です。 

埋め込み記述 タグ 埋め込まれる内容 

%CLUSTER% S,E,B,H,1～9 クラスタ名 

%GOURP% S,E,B,H グループ名 

S,H グループが停止したサーバの実IPアドレス 
%IP% 

E,B グループが起動したサーバの実IPアドレス 

S,H グループが停止したサーバのサーバ名 
%SERVER% 

E,B グループが起動したサーバのサーバ名 

= 注意 
タグSが存在して、タグHが存在しない場合は、グループ停止時のメッセージはフェイ
ルオーバ開始と同じ設定が用いられます。 
タグEが存在して、タグBが存在しない場合は、グループ起動時のメッセージはフェイ
ルオーバ完了と同じ設定が用いられます。 
タグMに対して有効な設定はyesとnoのみです。no以外はyesとみなします。 
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タグ１～9に対して有効な設定はnoとメッセージのみです。yesはyesという文字列が
メッセージとして設定されたとみなします。 

 
* メッセージの文字列長 
メッセージは最大128文字までです。 
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(ファイル記述例) 
############################################################################# 

#                                                                             # 

#   NEC CLUSTERPRO armcl.exe configuration file                              # 

#                                                                             # 

#   注意: 本ファイルはCLUSTERPRO Client の設定ファイルです。                 # 

#        設定変更する場合は必ずマニュアルを参照してください。                 # 

#                                                                              # 

############################################################################# 

 

## 

## message table 

## @ clustername 

## % servername 

## Smessage (failoverstart) 

## Emessage (failoverend) 

## Bmessage (boot) 

## Hmessage (Shutdown) 

## M yes or no    (Broadcast Message POPUP or NOT) 

## 0 .. 9 message (Broadcast Message) 

## 

 

#####  

 

@CLUSTER1 

Sカスタマイズメッセージ(クラスタ内共通 フェイルオーバ開始) Cluster=%CLUSTER% Group=%GROUP%  

Server=%SERVER% IP=%IP% 

Eカスタマイズメッセージ(クラスタ内共通 フェイルオーバ終了) Cluster=%CLUSTER% Group=%GROUP%  

Server=%SERVER% IP=%IP% 

Bカスタマイズメッセージ(クラスタ内共通 起動) Cluster=%CLUSTER% Group=%GROUP%  

Server=%SERVER% IP=%IP% 

Hカスタマイズメッセージ(クラスタ内共通 停止) Cluster=%CLUSTER% Group=%GROUP%  

Server=%SERVER% IP=%IP% 

Myes 

# 

%Group1 

Sカスタマイズメッセージ(Group1 フェイルオーバ開始,グループ停止) Cluster=%CLUSTER%  

Group=%GROUP% Server=%SERVER% IP=%IP% 

Eカスタマイズメッセージ(Group1 フェイルオーバ終了,グループ起動) Cluster=%CLUSTER%  

Group=%GROUP% Server=%SERVER% IP=%IP% 

Myes 

0SERVER1 No 0 message. 

1SERVER1 No 1 message. 

2SERVER1 No 2 message. 

# 

%Group2 

Sno 

Eno 

Mno 

 

#####  
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1.4.4 メッセージ履歴ログ 
CLUSTERPROクライアントではメッセージ履歴ログを表示します。履歴は100メッセージまで
保存し、100メッセージを超えると古いメッセージが捨てられます。 
 

1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1のサーバ SERVER1で OPS1が起動しました。 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1のサーバ SERVER2で OPS2が起動しました。 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1のサーバ SERVER3で OPS3が起動しました。 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1のサーバ SERVER4で OPS4が起動しました。 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1がクラスタシャットダウンします。 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1で SERVER2で OPS1のフェイルオーバが完了しま 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1で OPS1のフェイルオーバを開始します。SERVER 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
1997/09/05 12:30:45 クラスタ CLUSTER1… 
 

OK 

ActiveRecoveryManagerクライアントメッセージ履歴 

 
 

1.4.5 CLUSTERPROクライアントの自動アップデート 
CLUSTERPROクライアントは、起動時にサーバ上により新しいCLUSTERPROクライアント
モジュールが存在した場合、自動的にアップデートする機能を持ちます。 
本機能はクライアント設定により、「確認」「自動」「無効」のいずれかに設定できます。 

* 「確認」：アップデートが必要な場合にポップアップメッセージを出力し、アップデートを行
うか否か(OKまたはキャンセル)をユーザに選択させる。（既定値） 

* 「自動」：アップデートが必要な場合にユーザに確認することなくアップデートを行う。 
* 「無効」：アップデートは行わない。 

 
 

1.4.6 CLUSTERPROサーバ・クライアント対応表 
 

クライアント 
 

Ver 7.0 Ver 6.0 Ver 5.x Ver 4.x Ver 3.0 

Ver 7.0 ○ ○ ○ ○ × 

Ver 6.0 ○ ○ ○ ○ × 

Ver 5.x ○ ○ ○ ○ × 

Ver 4.x ○ ○ ○ ○ × 

サ
ー
バ 

Ver 3.0 × × × × ○ 
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2 高度なシステムの設計 
2.1 アプリケーション監視(ARMLOAD) 

 
フェイルオーバグループのスクリプトから業務AP/サービスを起動する場合、ARMLOADコマン
ド(ARMLOAD.EXE)を使用して起動することにより、起動したAP/サービスの死活監視を行うこと
が可能です。 

 

 
■通常運用時 

ARMLOADによって起動したAP/サービスの死活監視を行います。APの場合はプロセスの存在、
サービスの場合はそのサービスが停止していないかを確認します。 

 
■AP/サービス異常発生時 

AP/サービスに異常が発生するとARMLOADのパラメータ指定に従って、 
ARMLOAD常駐プロセスが異常を検出し、フェイルオーバグループを次のプライオリティの
サーバへ移動します。 

 

2.1.1 監視対象となる障害 
監視対象となる障害は以下のものです。 

 
* ARMLOADが直接起動したプロセスの消滅 
* ARMLOADが直接起動したサービスの停止 

 

2.1.2 環境設定 
フェイルオーバグループの開始スクリプトにARMLOADコマンドで業務AP/サービスを起動す
るように記述します。また、停止スクリプトにARMKILLコマンドで業務AP/サービスを終了する
ように記述します。 

 
ARMLOADコマンドの詳細は、「CLUSTERPROシステム構築ガイド コマンドリファレンス」
を参照してください。 

 

 

Express5800 

インタコネクト  

CLUSTERPRO 

Express5800 

アプリケーション障害による  
フェイルオーバ  

CLUSTERPRO  

ARMLOADで 
起動される AP 

③待機系サーバで 
フェイルオーバグループ起動 

④スクリプトにより  
  AP起動  

ARMLOAD 
常駐プロセス  ②プロセス消滅を 

  検出してフェイルオーバ開始 
ARMLOAD 
常駐プロセス 

①障害発生
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2.2 アプリケーションモニタ 
 

ARMLOADはARMLOADが直接起動したプロセス/サービスの死活監視のみを行います。アプリ
ケーションごとの特性に応じたアプリケーションモニタを作成することで、アプリケーションのス
トールなどを監視することができます。 

 
 
■アプリケーションモニタによるフェイルオーバ 
次のCLUSTERPROコマンドを利用して、アプリケーションモニタはグループのフェイルオーバ
を実行することができます。 

 
+ ARMDOWN 
サーバをシャットダウンさせることでフェイルオーバを実行します。 
Win32APIを使用してシャットダウンすることでもフェイルオーバを実行することができ
ます。 

 
+ ARMFOVER 
グループ名を指定することで、フェイルオーバやグループの移動を実行します。 
グループ名はスクリプトの環境変数ARMS_GROUPNAMEで引き取ることができます。 

 
※ コマンドの詳細は、「CLUSTERPROシステム構築ガイド コマンドリファレンス」を
参照してください。 

 
■アプリケーション監視 
監視方法はアプリケーションごとに異なりますが、例えば次のような方法で監視を行います。 
 

+ ストール監視 
監視対象がデータベース(DBMS)の場合、定期的にデータベース上に存在するテーブルを照
会し、応答がない場合に異常と判断しフェイルオーバを実行します。 
Webサーバの場合は、定期的にWebアクセスすることでストール監視を行います。 

 
+ その他の監視 
アプリケーションが異常状態になる時のシステム内の異常要素(例えばメモリ不足など)が
分かる場合、システム内の異常要素を監視することで、フェイルオーバを実行します。 

 

 

Express5800 

インタコネクト  

CLUSTERPRO 

Express5800 

アプリケーションモニタによる 
フェイルオーバ  

①障害発生

CLUSTERPRO  

アプリケーション  

⑤待機系サーバで 
フェイルオーバグループ起動 

アプリケーションモニタ  

④CLUSTERPRO が 
フェイルオーバを実行 

アプリケーションモニタ  

③CLUSTERPROに  
フェイルオーバを指示 

②アプリケーション異常を検出  

⑥スクリプトにより  
  APと APモニタ起動 
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2.3 イベントログ監視(ESMPRO/AlertManager連携) 
 

CLUSTERPROはESMPRO/AlertManagerと連携することで、システムの異常を示すイベント
ログをきっかけにフェイルオーバすることができます。イベントログ監視を行うためには、クラス
タサーバ上にESMPRO/ServerAgentおよびESMPRO/AlertManagerがセットアップされている必
要があります。 
同様に、ESMPRO/ServerAgentが監視する温度異常などをきっかけにフェイルオーバすること
もできます。 

 

2.3.1 環境設定 
クラスタを構成する全てのサーバで、ESMPRO/AlertManagerから監視対象イベントログの通報
設定で、フェイルオーバコマンドの実行を登録します。 
例えば、異常を検出した場合、ARMDOWNコマンドを登録します。 
 

 
 
ESMPRO/AlertManagerの設定方法の詳細はESMPRO/AlertManagerのマニュアルを参照して
ください。 
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2.4 相手サーバの強制停止(サーバマネージメントボード) 
 

ミラーディスクを使用した環境ではサーバマネージメントボードによる相手サーバの強制停止
機能は使用できません。 

 
本機能を使用するためには、NECのサーバマネージメントボード (N8503-33 サーバマネージメ
ントボード)あるいは、それと同等のサーバマネージメントボードが必要です 

 
サーバダウン発生時に、サーバマネージメントボードのLANポートへコマンドを送信し障害の
発生した相手サーバの電源を確実に切断します。SCSIバスの不正状態、LAN上の不正データによ
るフェイルオーバの失敗を防止します。 

 
 

 

N8503-33 
SMBPro 

クロスケーブル 

N8504-40A 
100BASE-TX 

本体標準内蔵 LAN 
100BASE-TX 

Express5800 

インタコネクト用 

CLUSTERPRO 

N8503-33 
SMBPro 

N8504-40A 
100BASE-TX 

本体標準内蔵 LAN 
100BASE-TX 

Express5800  

Public-LAN  

状態監視 

N8503-10 
SCSIボード 

N8503-10 
SCSI ボード 

CLUSTERPRO  

■通常運用時(NEC製品構成例) 

 

N8503-33 
SMBPro 

クロスケーブル 

N8504-40A 
100BASE-TX 

本体標準内蔵 LAN 
100BASE-TX 

Express5800 

インタコネクト用 

N8503-33 
SMBPro 

N8504-40A 
100BASE-TX 

本体標準内蔵LAN 
100BASE-TX 

Express5800 

Public-LAN 

①ダウン検出 ②相手サーバSMBProへ 
  電源 Off要求 

③SMBProが強制  
  電源 Off実行 

サーバダウン 

CLUSTERPRO 

N8503-10 
SCSIボード 

N8503-10 
SCSIボード 

不正パケットの流出を防止  

SCSI バスの不正状態を防止 

■サーバダウン時(NEC製品構成例) 
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2.4.1 サポート機種 
サーバマネージメントボードによる強制停止機能をサポートしているサーバ製品については、、
製品通知やセールスマニュアルなどでご確認ください。 

 

2.4.2 サポート対象サーバマネージメントボード 
以下のNECのサーバマネージメントボード (N8503-33 サーバマネージメントボード)あるいは、
それと同等のサーバマネージメントボードが必要です。また、サーバ本体側で以下のNECのサーバ
マネージメントボード (N8503-33 サーバマネージメントボード)あるいは、それと同等のサーバマ
ネージメントボードをサポートしている必要があります。 

 
* N8503-33   サーバマネージメントボード 

 

2.4.3 サポートするクラスタの運用形態 
以下の運用形態をサポートします。 
 

* 2ノードまで共有ディスク(FibreChannel,SCSI接続)使用型または  
データミラーリング使用型のクラスタシステム 

 
 

2.4.4 接続形態 
以下の図のような2つの形態をサポートします。 

 
■接続形態1 
サーバが使用しているPublic-LANと同一LANに収容します。 

* メリット 
+ 新たに専用のLANボードの追加が不要 
+ サーバマネージメントボードのLANポートを使用した 
サーバマネージメントボード単体の機能が使用可能 

* デメリット 
+ サーバのPublic-LANのボード障害時に本機能が使用できない 
+ サーバマネージメントボード用にIPアドレスが必要 

 

 

N8503-33 
SMBPro  

クロスケーブル 

N8504-40A など  
100BASE-TX 

本体標準内蔵 LAN 
100BASE-TX 

Express5800 

インタコネクト用  

N8503-33 
SMBPro 
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■接続例 1(NEC製品構成例) 

SMBPro: サーバマネージメントボード  

Public-LAN 
HUB 

 

クライアント/基幹 LANなどへ 

Public-LANと同一セグメントへ接続 
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■接続形態2 
双方のサーバで相手サーバのサーバマネージメントボードと通信するためのLANボードを増設

し、LANをたすき
．．．
掛け状に接続します。 

* メリット 
+ サーバのPublic-LANのボード障害時にも確実に本機能が動作する 
+ サーバマネージメントボード用にプライベートIPアドレスが使用可能 

* デメリット 
+ 新たに専用のLANボードの追加が必要 
+ サーバマネージメントボードのLANポートを使用した 
サーバマネージメントボード単体の機能が使用不可能 

 
 

2.4.5 環境設定 
サーバマネージメントボードと連携するためには、以下の設定が必要です。 
 
(1) サーバマネージメントボード自身の設定3 
(2) CLUSTERPRO SMBアドミニストレータの設定 

 
サーバマネージメントボード自身の設定で必要なパラメータとCLUSTERPRO SMBアドミニス
トレータについては、「CLUSTERPROシステム構築ガイド GUIリファレンス」を参照してくだ
さい。 

 

                                                 
3 設定方法はサーバマネージメントボードに添付されているマニュアルを参照してください。 

 

N8503-33 
SMBPro 

クロスケーブル 

N8504-40A など 
100BASE-TX 

本体標準内蔵 LAN 
100BASE-TX 

Express5800 

インタコネクト用 

N8503-33 
SMBPro  

N8504-40Aなど 
100BASE-TX 

本体標準内蔵 LAN 
100BASE-TX 

Express5800 

■ 接続例 2(NEC製品構成例) 

SMBPro: サーバマネージメントボード 

Public-LAN 
HUB 

 

クライアント/基幹 LAN などへ 

互いに LAN ボードへ接続 

N8504-40A など 
100BASE-TX 

N8504-40Aなど 
100BASE-TX クロスケーブル  

クロスケーブル 
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2.4.6 注意事項 
サーバマネージメントと連携をすると、サーバ間のハートビートが途切れた場合には、サーバの
状態に関わらずサーバマネージメントボードによる電源の切断を実行します。 
そのため、以下の注意があります。 
 

* インタコネクトとして設定したLANがいずれも断線した場合、サーバ起動状態であっても電
源が切断されます。その場合、実行中のアプリケーションやサービスのデータが保存されない
場合があります。 

 
* パニックによるサーバダウンの場合には、メモリダンプの保存中であっても電源が切断されま
す。その場合、パニックの原因解析ができない場合があります。 

 
* スタートメニューからOSのシャットダウンを実行した場合、シャットダウン処理中であって
も電源が切断されます。その場合、実行中のアプリケーションやサービスのデータが保存され
ない場合があります。この問題を避けるために、ハートビート検出タイムアウト時間にはOS
のシャットダウンに必要な時間より長い時間を設定してください。 
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2.5 LAN二重化 
 

2.5.1 LAN二重化構成 
* サーバへ、インタコネクト専用LAN以外のLANが複数接続されている場合に限り、仮想IPア
ドレス及びクライアントAPIを使って取得される実アドレスについて、LANの二重化をサポー
トします。 
LANの二重化の対象となる構成は以下の３通りです。 

 
【構成1】二重化されたLANに、クライアントとサーバが同じネットワークセグメントに 
     存在する場合 

 LAN２

 クライアント

 LAN１

NEC
Express5800/130Dpro

CLUSTERPRO
サーバ

NEC
Express5800/130Dpro

CLUSTERPRO
サーバ

インタコネクト

 
 

【構成2】二重化されたLANの両方ともに、クライアントとサーバ間にルータが存在する 
     場合 
図１ 
  

 LAN２

 LAN１

 クライアント

 Router

 LAN３
 Router

NEC

Express5800/130Dpro

CLUSTERPRO
サーバ

NEC

Express5800/130Dpro

CLUSTERPRO
サーバ

NEC

Express5800/130Dpro

CLUSTERPRO
サーバ

インタ
コネクト

インタ
コネクト

 
図２ 

 LAN２

Router

NEC

Express5800/130Dpro

CLUSTERPRO
サーバ

 LAN１

Router

Router

 クライアント

NEC

Express5800/130Dpro

NEC

Express5800/130Dpro

インタ
コネクト

インタ
コネクト

CLUSTERPRO
サーバ

CLUSTERPRO
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図２の場合、ネットワーク全体が動的経路制御をおこなう必要があります。 
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【構成3】多重化されたパブリックLANの両方ともに、クライアントとサーバ間にルータが 
     存在し、経路の分岐点がクライアントである場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネットワーク全体が動的経路制御をおこなう必要があります。 
 

2.5.2 注意事項 
* 構成3は、下記の各バージョン以上でサポートします。 

CLUSTERPRO Ver.4.0に関しましてはVer.4.0p(例えばESS RL1999/12)以上 
CLUSTERPRO Ver.4.1に関しましてはVer.4.18(例えばESS RL1999/12)以上 
CLUSTERPRO Ver.4.2に関しましてはVer.4.25(例えばESS RL1999/12)以上 
CLUSTERPRO Ver.5.0に関しましてはVer.5.03(例えばESS RL1999/12)以上 
CLUSTERPRO Ver.5.1以上 

 
* 構成1及び構成3では、クライアントにCLUSTERPROクライアントをインストールする必要
があります。構成2では、CLUSTERPROクライアントのインストールは不要です。 

 
* 構成3のためには、クライアント設定ファイルに、クライアント側のゲートウェイアドレスを
設定する必要があります。例えば上記の例では、クライアント設定ファイルは以下のようにな
ります。 
  @CLUSTER 
  %SV1:10.0.0.1/10.2.0.254,10.1.0.1/10.3.0.254:20006 
  %SV2:10.0.0.2/10.2.0.254,10.1.0.2/10.3.0.254:20006 
  %SV3:10.0.0.3/10.2.0.254,10.1.0.3/10.3.0.254:20006 
 
クライアント－サーバ間に仮想IPアドレスを用いた場合、仮想IPアドレスのネットワーク経
路を正常なパブリックLANにむけるように切替をおこなっています。 
 
構成1及び構成3では、CLUSTERPROクライアントがネットワーク経路の切替 
を行います。 
構成2では、ルータの動的経路制御機能によってネットワーク経路の切替が行われます。 

 
* いずれの構成でも、実 IPアドレスを取得するクライアントAPIに対しては、正常なパブリック

LANのIPアドレスを返却します。クライアントAPIを使用するためには構成にかかわらず、
CLUSTERPROクライアントのインストールと設定が必要です。 
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 SV1  SV2  SV3 

10.1.0.1 10.1.0.2 10.1.0.3 

10.0.0.2 10.0.0.1 10.1.0.3 

10.3.0.254 
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* いずれの構成でも、ネットワーク経路の異常を検出し、他の経路に切り替える場合は、監視
APIを発行しているアプリケーションに対しては、フェイルオーバ開始のイベントを通知した
後、フェイルオーバ完了のイベントを通知します。 
また、クライアント画面上に、ネットワーク経路の異常/切替を示すメッセージ（ポップアッ
プウィンドウ）を表示します。 
クライアント APIおよびポップアップを使用するためには、構成にかかわらず、
CLUSTERPROクライアントのインストールと設定が必要です。 

 
* いずれの構成でも、すべてのLANから応答が途切れ、かつサーバからのフェイルオーバなど
の通知がない場合は、監視APIを発行しているアプリケーションに対して、フェイルオーバグ
ループの停止イベントを通知します。 
また、クライアント画面上に、サーバからの応答が途切れたことを示すメッセージ（ポップアッ
プウィンドウ）を表示します。また、この状態から復帰した場合には、監視APIを発行してい
るアプリケーションに対してはフェイルオーバグループの開始イベントを通知します。また、
クライアント画面上にサーバからの応答が回復したことを示すメッセージ（ポップアップウィ
ンドウ）を表示します。 
クライアント APIおよびポップアップを使用するためには、構成にかかわらず、
CLUSTERPROクライアントのインストールと設定が必要です 

 
* 優先度の高いネットワーク経路に異常が発生したためネットワーク経路を切り替えた後に、異
常を起こしたネットワーク経路が回復した場合でも、クライアントAPI、ポップアップ、構成
1及び構成3での仮想IPアドレスのネットワーク経路については、優先度の高い経路への切替
は自動的には行われません。 
優先度の高い経路に切り替えるためには、クライアントを再起動するか、armclplコマンドの
-rオプションを使用してください。構成2での仮想IPアドレスのネットワーク経路については、
ネットワークの構成及び動的経路制御に使用するアルゴリズムによって振る舞いが決定され
ます。 
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2.6 VERITAS Volume Manager 
 

2.6.1 概要 
 

VERITAS Volume Managerを使用することにより、共有ディスクのディスクリソース（Volume 
Managerディスクグループ）として、ダイナミックディスクが利用できます。ダイナミックディス
クを利用することにより、既存ボリュームの動的拡張、共有ディスクの複数の論理ディスク（ LUN）
を使ってソフトウェアRAIDボリュームを構築することができます。 

 
 

2.6.2 Volume Managerディスクグループ 
 

Volume Managerディスクグループは、既存のディスクリソースの切替パーティションに相当し
ます。VERITAS Volume Managerでは、ディスクをディスクグループに分けて管理しています。
ディスクグループには以下の3種類があります。 

* ベーシックグループ 
* ダイナミックグループ 
* クラスタディスクグループ 
 
切替パーティションは1リソースに1パーティションが対応しますが、Volume Managerディスク
グループは1リソースに1クラスタディスクグループが対応します。クラスタディスクグループはダ
イナミックディスクにクラスタ機能を付加したものです。 

 
フェイルオーバ時の切替はフェイルオーバグループ毎に、フェイルオーバポリシにしたがって行
われます。業務に必要なデータは、クラスタディスクグループ内に作成するボリュームに格納して
おくことで、フェイルオーバ時/フェイルオーバグループの移動時等に、自動的に引き継がれます。
片方向スタンバイクラスタシステムおよび双方向スタンバイクラスタシステムの運用形態が可能
です。 

 
クラスタディスクグループ内に作成するボリュームのファイルシステムは、必ずNTFSにしてく
ださい。また、全サーバで、同一領域に同一ドライブ文字を割り付けてください。 
クラスタディスクグループの作成およびVolume Managerディスクグループの設定手順につい
ては、「CLUSTERPROシステム構築ガイド クラスタ生成ガイド」を参照してください。 

 
 
 

サーバA

共有ディスク

サーバB

フェイルオーバサーバAダウン

業務1 業務1

クラスタ復帰後、
フェイルオーバグループの移動

業務1

サーバA サーバB サーバA サーバB

クラスタディスクグループ
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2.6.3 動作環境 
 

VERITAS Volume Managerを使用するには下記の表の動作環境が整っていることが必要です。 
 

VERITAS Volume Manager 2.7 for Windows 2000 
VERITAS Volume Manager 3.1 for Windows 2000 
動作環境 

OS等 Windows 2000® Server / Windows 2000® Advanced Server 
 (Service Pack 1以上) [Volume Manager 2.7の場合] 
 (Service Pack 2以上) [Volume Manager 3.1の場合] 
Internet Explorer ®4.0以上 

必須ディスク容量 55MB   [ Volume Manager 2.7の場合] 
160MB  [ Volume Manager 3.1の場合] 

 
2003年4月28日時点、サポートしているVERITAS Volume Managerは「VERITAS Volume 

Manager 2.7 for Windows 2000/ VERITAS Volume Manager 3.1 for Windows 2000」です。 
 

「VERITAS Volume Manager 2.7 for Windows 2000」の場合、「VERITAS Volume Manager 2.7 
for Windows 2000-Hot Fix 04」（推奨）以上が他に必要です。 
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2.6.4 VERITAS Volume Managerの主な機能 
 

共有ディスクによる運用のとき、VERITAS Volume Managerを使用することにより、以下の機
能が利用できます。 

 
 

2.6.4.1 既存ボリュームの拡張 
 

VERITAS Volume Managerでは、オペレーティングシステムを停止することなく、既存ボリュー
ム（パーティション）のデータ内容を維持したまま、ボリュームのサイズを拡張することが可能で
す。既存の論理ディスクの空き領域にボリュームサイズを拡張することはもちろんのこと、既存の
論理ディスクに空き領域が無い場合は、新規に論理ディスクを増設し、既存論理ディスクと増設し
た論理ディスクにわたってボリュームサイズを拡張することも可能です。 
拡張手順については、「CLUSTERPROシステム構築ガイド 運用/保守編」を参照してください。 

 

 
 

複数の論理ディスクにわたるボリュームサイズの拡張 
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2.6.4.2 ソフトウェアRAIDボリュームの構築 
 

VERITAS Volume Managerでは、共有ディスクの複数の論理ディスク（LUN）を使って、以下
のソフトウェアRAIDボリュームを構築することができます。 

 
+ ストライプボリューム（RAID-0） 
+ ミラーボリューム（RAID-1） 
+ RAID-5 ボリューム 
+ ミラードストライプボリューム（RAID-0＋1） 

 
ミラーボリューム、RAID-５ボリュームなどの冗長性を持つボリュームを構築した場合は、論理
ディスクを構成する複数台の物理ディスクが故障し1つの論理ディスクがアクセス不可となった場
合でも、縮退運転で業務を継続することが出来ます。ただし冗長性を持つボリュームを構築する場
合は、3台以上の論理ディスクでクラスタディスクグループを構築する必要があります。 
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2.6.5 注意事項 
 

VERITAS Volume Managerを使用するに当たって、以下の注意事項があります。 
 

(1) CLUSTERPROのシステム構成に関して 
+ 1つのクラスタシステムを構成できるサーバ数は最大2台までです。 
+ Oracle Parallel Serverは使用できません。 
+ 切替パーティションは使用できません。Volume Managerディスクグループを使用してく
ださい。 
また、共有パーティション/CLUSTERパーティションも使用できません。 

+ ネットワークパーティション解決方式としては、共有ディスク方式が使用できないため
COM方式が必須です。 

+ 「サーバ間のハートビートタイムアウト」の設定は、3秒×10回以上となるように設定して
ください。 

+ 待機系からのディスクチェックはできません。 
+ ディスクパスの切替時間に約30秒以上の時間を要します。 

 
(2) クラスタディスクグループの構成に関して 

+ 複数の論理ディスクでクラスタディスクグループを構成し、ミラーボリュームなど冗長性
のあるボリュームを作成する場合は、3台以上の論理ディスクが必要です。 

+ 複数のディスクアレイ装置を使って、それぞれのディスクアレイ装置の論理ディスクでク
ラスタディスクグループを構成し、ミラーボリュームなど冗長性のあるボリュームを作成
し、ディスクアレイ装置間の冗長性を確保するには、3台のディスクアレイ装置が必要です。 

+ クラスタディスクグループのボリュームは必ずNTFSファイルシステムでフォーマットし、
ドライブ文字を割り当ててください。 

+ クラスタディスクグループ名の最大長は13文字です。 
クラスタディスクグループ名は、13文字以内の英数字(大小文字の区別無)とハイフン(-)アン
ダーバー(_)で指定してください。 

+ クラスタディスクグループ名にDOSの物理デバイス名は使用しないでください。 
+ クラスタディスクグループ名は大文字、小文字を区別しません。 
+ １クラスタシステムに作成できるクラスタディスクグループの数は最大26個です。（シス
テムディスクを含む） 

+ クラスタディスクグループに作成できるボリュームの数は、ドライブ文字が割り当てられ
る範囲です。 

+ クラスタディスクグループに複数のボリュームを作成する場合は、同じ種類のボリューム
を作成してください。 

+ クラスタディスクグループ名は１クラスタシステムを構成する全サーバで同じになるよう
に設定してください。 

+ 複数のクラスタディスクグループ作成する場合は、他のクラスタグループ名が重複しない
ようにしてください。 

 
(3) 運用に関して 

+ クラスタディスクグループに所属する論理ディスクうち、半数以上(半数も含む)の論理ディ
スクが認識できない場合、Volume Managerディスクグループは活性化できません。 

+ Volume Managerディスクグループを活性化後、クラスタディスクグループに所属する論
理ディスクのうち、半数を超える論理ディスクが認識できない場合、Volume Managerディ
スクグループはサーバから切離されます。またこの状態でVolume Managerディスクグ
ループを非活性化すると、接続していたサーバをシャットダウンします。 

+ フェイルオーバ発生等により、Volume Managerディスクグループをサーバから切り離す
時、そのクラスタディスクグループのボリュームが使用中の場合、次にVolume Manager
ディスクグループをサーバに接続する時に、ミラーボリューム、RAID-5ボリュームに対し
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て、Resynching、Regeneratingが実行される場合があります。 
+ ディスクアレイ装置に付属するディスクアレイ装置の設定 /監視ツールは、Volume 

Managerディスクグループを活性化状態の間だけ正しく動作します。  
 

(4) 保守に関して 
+ OSのディスクアドミニストレータでクラスタディスクグループを構築した論理ディスク
を操作しないでください。 

+ クラスタディスクグループのボリュームに対してchkdsk /f を実行する場合は、そのボ
リュームを使用しているアプリケーションを全て終了させてから実行します。全て終了さ
せていない場合は、 
 ----------------------------- 
 C:¥>chkdsk /f j: 
 ファイル システムの種類は NTFS です。 
 現在のドライブはロックできません。 
 ボリュームが別のプロセスで使用されているため、CHKDSK を 
 実行できません。次回のシステム再起動時に、このボリュームの 
 チェックをスケジュールしますか (Y/N)? 
 ----------------------------- 
と表示されますが、Yを選択しても次回のシステム再起動時にchkdskが起動されません。 

 


